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「ダムマニア」管理人　宮島　咲氏

三州家のダムカレー

（９） （第３種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　１２月３日　（金曜日）

生
命
・
営
み
支
え
る

　（みやじま・さき）東京
都内の老舗割烹料理店・割
烹三州家５代目。日本ダム
協会認定元ダムマイス
ター。歳で脱サラしダム
巡りを開始。年、ウェ
ブサイト・ダムマニア開設。
現在はダムＰＲ事業を展開
し、ダムファンの拡大に尽
力している。一番好きなダ
ムは奈良俣ダム。

持続可能なダム観光システムを
　
現
存
最
古
の
ダ
ム
は

紀
元
前
１
３
０
０
年
ご
ろ
シ
リ
ア
に
建
設
さ
れ
た
﹁
ナ

・

エ
ル
・
ア
シ
ダ
ム
﹂

今
も
な
お
供
用
さ
れ
て
い
る

水
は
文
明
・
産
業
の
発
展
と
生

命
の
維
持
・
保
護
に
寄
与
す
る
存
在
と
し
て

ダ
ム
は
水
を
コ
ン
ト
ロ

ル
す
る
存
在

と
し
て

人
類
と
共
に
歩
ん
で
き
た

社
会
の
発
展
と
国
民
の
安
全
確
保
の
継
続
の
た

め

こ
れ
か
ら
も
ダ
ム
の
適
切
な
維
持
管
理
・
新
設
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
だ

本
特

集
で
は
ダ
ム
紹
介
ウ

ブ
サ
イ
ト
﹁
ダ
ム
マ
ニ
ア
﹂
の
管
理
人
・
宮
島
咲
氏
の
イ
ン
タ

ビ


の
ほ
か

各
地
で
進
む
ダ
ム
建
設
プ
ロ
ジ

ク
ト
を
紹
介
す
る


Interview

三浦ダム（長野県）

湯田ダム（岩手県） 奈良俣ダム（群馬県）

薗原ダム（群馬県）

　


ダ
ム
に
興
味
を
持

た
き

か
け

は


　
﹁
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
登
場
と
自
動
車

運
転
免
許
の
取
得
が
き

か
け
で
す

自

分
の
好
き
な
山
道
ド
ラ
イ
ブ
の
つ
い
で

に

何
か
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
よ
う
と
考
え

た
時
に
思
い
つ
い
た
の
が
ダ
ム
で
す

撮

り
続
け
る
う
ち
に

形
状
の
個
性
に
気
が

つ
き

引
か
れ
て
い
き
ま
し
た
﹂

　


ダ
ム
紹
介
ウ

ブ
サ
イ
ト
﹁
ダ
ム

マ
ニ
ア
﹂
を
運
営
さ
れ
て
い
ら

し

い

ま
す


　﹁
２
０
０
１
年
か
ら
ダ
ム
マ
ニ
ア︵ht

tps://dam
m
ania.net/

︶
の
運
営
を
開

始
し
ま
し
た

既
に
ダ
ム
紹
介
ウ

ブ
サ

イ
ト
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た

私
の
サ

イ
ト
は
ダ
ム
ま
で
の
道
の
り
を
記
し
て
い

る
の
が
既
存
の
サ
イ
ト
と
の
違
い
で
す


昔
は
ナ
ビ
ゲ

シ

ン
シ
ス
テ
ム
が
な
か


た
の
で

ダ
ム
に
た
ど
り
つ
く
ま
で
紙

の
地
図
頼
り
で
し
た

地
図
上
で
は

一

見
た
だ
の
池
に
し
か
見
え
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す

細
い
道
が
書
か
れ
て
い
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た

だ
か
ら

ウ

ブ
サ

イ
ト
を
読
ん
だ
方
が
迷
わ
ず
ダ
ム
に
た
ど

り
着
け
る
よ
う
に

ダ
ム
ま
で
の
詳
細
な

道
の
り
を
記
し
ま
し
た
﹂

　


ウ

ブ
サ
イ
ト
で
は
何
カ
所
の
ダ

ム
を
掲
載
し
て
い
ま
す
か


　
﹁
約
７
０
０
基
で
す

今
ま
で
８
０
０

基
ほ
ど
訪
れ
ま
し
た
が

残
り
１
０
０
基

は
未
掲
載
で
す

旅
行
の
た
び

何
カ
所

も
見
て
回
る
の
で
ス
ト

ク
が
た
ま

て

し
ま
い
ま
す
仕
事
の
余
裕
が
で
き
次
第


順
次
ア

プ
ロ

ド
す
る
予
定
で
す
﹂

　


ダ
ム
見
学
に
ど
れ
ほ
ど
の
時
間
を

か
け
ま
す
か


　
﹁
小
さ
い
ダ
ム
は

分

大
き
い
ダ
ム

は
２
時
間
く
ら
い
で
す

写
真
に
収
め
て

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
眺
め
ま
す

行


た
こ
と
の
あ
る
ダ
ム
で
も
放
流
す
る
と
き

は
見
に
行
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

放
流
は

高
頻
度
で
行
う
ダ
ム
も
あ
れ
ば
年
に
１
回

の
と
こ
ろ
も
あ
り

頻
度
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
﹂

　


ダ
ム
の
楽
し
み
方
を
教
え
て
下
さ

い


　
﹁
ま
ず
は
ス
ケ

ル
の
大
き
さ
を
味
わ


て
下
さ
い

大
仏
を
見
た
時
に
似
た
よ

う
な
感
覚
を
味
わ
え
る
は
ず
で
す

初
め

て
ダ
ム
を
見
る
方
は

大
型
で
形
状
は
ア


チ
式

重
力
式

ロ

ク
フ

ル
式
の

中
か
ら
選
ぶ
と
い
い
で
し

う

お
す
す

め
は
宮
ケ
瀬
ダ
ム
︵
神
奈
川
県
︶
で
す


上
下
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

堤
体
内
部

に
も
入
れ
ま
す

資
料
館
と
ダ
ム
カ
レ


も
あ
り
ま
す

ダ
ム
と
し
て
は
都
心
か
ら

の
交
通
利
便
性
に
も
優
れ
て
い
ま
す

ま

た
毎
週
観
光
放
流
を
実
施
し
て
い
ま
す
﹂

　


思
い
出
に
残
る
ダ
ム
は


　
﹁
三
浦
ダ
ム
︵
長
野
県
︶
が
思
い
出
に

残

て
い
ま
す

林
道
を
８

以
上
歩
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
か
ら
で
す

ク

マ
な
ど
が
出
没
す
る
地
帯
な
の
で
怖
か


た
記
憶
が
あ
り
ま
す
﹂

　
﹁
四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
の
お
遍
路
さ

ん
の
よ
う
に

次
第
に
ダ
ム
へ
の
厳
し
い

道
の
り
が
修
行
に
変
わ

て
い
き
ま
し

た

や
が
て
そ
れ
が
﹃
関
東
の
ダ
ム
約
５

０
０
カ
所
巡
ら
な
け
れ
ば
﹄
と
い
う
使
命

感
に
な
り
ま
し
た
﹂

　


現
在
の
活
動
は


　
﹁
現
在

群
馬
県
の
み
な
か
み
町
︵
矢

木
沢
ダ
ム

奈
良
俣
ダ
ム

藤
原
ダ
ム
な

ど
︶
と
老
神
温
泉
︵
薗
原
ダ
ム
︶
で

商

工
会
や
旅
館

地
元
の
青
年
団
と
協
力
し

な
が
ら

地
元
振
興
の
シ
ス
テ
ム
構
築
づ

く
り
に
参
画
し
て
い
ま
す

水
没
移
転
さ

れ
た
方
た
ち
が
い
る
か
ら
こ
そ

ダ
ム
が

で
き

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
く
れ

て
い
ま
す

だ
か
ら

地
元
の
方
々
に
恩

返
し
を
し
て

よ
り
裕
福
な
生
活
を
送


て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す

地
元
振
興

で
ま
ず
始
め
に
や
る
こ
と
は

地
元
民
に

﹃
ダ
ム
活
用
で
利
益
を
出
そ
う
﹄
と
思
わ

せ
る
こ
と
で
す

そ
こ
か
ら

具
体
的
な

方
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
﹂

　


観
光
地
化
に
成
功
し
て
い
る
ダ
ム

は


　﹁
宮
ケ
瀬
ダ
ム
黒
部
ダ
ム︵
富
山
県
︶

湯
田
ダ
ム
︵
宮
城
県
︶
な
ど
で
す

宮


瀬
ダ
ム
は
観
光
放
流

湯
田
ダ
ム
は
ラ
イ

ト
ア

プ
や
放
流
を
行

て
い
ま
す

ダ

ム
の
観
光
地
化
は
管
理
者
の
熱
量
に
左
右

さ
れ
ま
す

ダ
ム
管
理
者
が
地
元
民
の
要

望
に
対
し
柔
軟
に
な

て
い
た
だ
き
た

い

ダ
ム
は
最
初
に
就
い
た
管
理
者
の
手

段
に
倣
い
が
ち
で
す
が

状
況
に
応
じ
て

変
え
て
い
け
ば
い
い
と
思
う
の
で
す
﹂

　


行
政
へ
の
要
望
は


　
﹁
ま
ず

政
府
が
既
存
ダ
ム
の
洪
水
調

節
機
能
強
化
︵
事
前
放
流
な
ど
︶
を
積
極

的
に
推
進
し
て
下
さ

た
こ
と
に
感
謝
し

ま
す

要
望
と
し
て
は

ダ
ム
観
光
が
地

元
に
還
元
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
お
願

い
し
た
い
で
す

予
算
を
出
し
た
後
を
考

え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

私
た
ち
民
間

人
は

観
光
客
に
お
金
を
落
と
し
て
も
ら

う
こ
と
で
商
売
が
成
り
立
ち
ま
す

イ
ン

フ
ラ
ツ

リ
ズ
ム
な
ど

地
方
に
人
を
呼

ぶ
契
機
と
な
る
取
り
組
み
を
生
か
し
て


ダ
ム
以
外
の
観
光
も
誘
引
し

お
金
を
落

と
し
て
も
ら
え
る
仕
組
み
が
必
要
不
可
欠

で
す

と
は
い
え

か
け
た
予
算
の
分
だ

け
地
域
が
良
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん

新
設
ダ
ム
に
た
く
さ
ん
の
地
域
振
興

予
算
を
付
け
た
と
し
ま
す

完
成
直
後
は

た
く
さ
ん
人
が
来
訪
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が

時
を
経
る
に
つ
れ
人
出
は
減
り
ま

す

隆
盛
期
と
の
ギ


プ
が
大
き
い
と

反
動
も
大
き
く
寂
れ
て
し
ま
い
ま
す

長

年
に
わ
た

て
地
元
に
利
益
を
生
み
出
せ

る
持
続
可
能
な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
す
﹂

　


宮
島
さ
ん
に
と

て
ダ
ム
と
は


　
﹁
自
分
の
生
命
を
支
え
る

な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
す
﹂


Ｒ式（ライスフィル）　カレールーをせき止
めるお米（コア）を芯とし、ルーの圧力を受
け止めるお米（ロック）を配置した型式。

Ｇ式（重力式）　カレールーの圧力をダムの
重さで支える構造。横から見ると三角形にな
っている。

Ａ式（アーチ式）　カレールーの圧力をお米の
両側と皿底に分散させ支える構造。横から見る
とアーチ状で重力式ダムカレーより薄い。

　宮島さん自身が経営する老舗料亭「割烹三州家」と
「レストラン三州家」で初めてダムカレーを提供したの
は年７月。年４月に開かれたダム活性化を図る
会議で、ダムカレーによるダムＰＲを提案した。あるマ
スメディアが取り上げたところ、ダムカレーを求めて人
が訪れるようになった。
　「仕方なく始めたのです」と宮島さん。当初、店頭に

出す構想はなかったが、足を運んでくれるダム好きたち
のために、隠しメニューとして提供を始めた。
　宮島さんはダムカレーを、カレーではなくダムそのも
のだと説明する。「これはダムそのもの。米は堤体、ルー

は貯水池です。本物のダムと同様、眺めて、構造の美し
さを堪能してください。〝ついでに〟食べることもでき
ます」。
　主な提供ダム型式はアースダム、アーチ式、重力式、

ライスフィル（ロックフィル）だが、すべての型式の
「施工」に対応しているそう。施工者は宮島さんだけな
ので、要予約。
〈レストラン三州家〉
所　在　地：東京都墨田区本所４－－３（都営浅草線本

所吾妻橋駅から徒歩８分）
電話番号：・・



各地のダム工事現場から
ナムグム第一発電所増設工事

安藤ハザマ

　ダム整備促進企画

ダム建設功績者表彰に寄せて
一般財団法人　日本ダム協会

会長　押味　至一

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２１年　（令和３年）　１２月３日　（金曜日）

水
力
発
電
増
設
で
６
基
目
の
発
電
機
を
設
置

東
南
ア
ジ
ア
初
の
試
み
と
な
る
ダ
ム
堤
体
穴
開
け
で
取
水
口
を
新
設

扉
体
の
設
置
作
業

水
中
仮
締
切
図

拡
張
工
事
箇
所
標
準
断
面
図

仮
締
切
扉
体
仮
組
立


設
置
時
は

度
立
ち
上
げ
る

ナムグムダム施工全景

所長
青柳　秀明氏

　ナムグム第一水力発電所はメコン川の支
流、ナムグム川において年に日本の技
術協力のもと建設された水力発電ダムで、
ラオスの首都ビエンチャンの北方約㎞に
位置しています。建設には間組（現、安藤
ハザマ）、日立他が携わり、年に拡張工
事が行われ、現在は５基の発電機を有した
総出力ＭＷのラオスを代表する水力発
電所です。
　本工事は６基目の発電機を新設して発電
能力をＭＷ向上させるものです。拡張工
事のうち安藤ハザマは土木・建築工事およ
び水力機械工事を担当しましたが、上流仮
締切や取水ゲート、水圧鉄管の製作・据付
といった水力機械工事と同一ロット発注の
ため、指定業者である日立造船と下請負契
約を行い、土建・機械一体となった施工体
制を構築しました。拡張工事は年の世銀
マスタープランで提唱された後、日本のＯ
ＤＡ事業に移管されて年８月に着工し
ました。
　新規取水口は東南アジア初の試みとして
ダム堤体穴開けによる新設、さらに日本国
内でも例のない鉛直方向の穴開けにも挑み
ました。穴開け工事に伴う上流仮締切の設
置は日立造船が担当し、分割搬入された製
品ブロックを作業ヤードで組み立て、ダム
天端に配置したｔクローラークレーン
で水中に吊下ろし、日本から派遣した潜水
士により水中作業で設置を実施。年４月
に設置完了しました。
　上流仮締切にはバルクヘッド式を採用し

ました。一般的な仮締切ではダム天端まで
設置するところを、当工事では穴開け範囲
の部分のみに限定することで、コスト縮減
および施工期間の短縮に努めました。
　立坑部の掘削作業は年１月に開始しま
した。掘削は連続体で開放面のないコンク
リートに対して想定より進まず、それに加
えラオスでは調達できる機械が非常に限ら
れることもあり、難航しました。ロータリー
パーカッションドリルやジャイアントブ
レーカーなど、使用可能な機械をフル活用
して試行錯誤を重ね、年３月に立坑部の
掘削を完了しました。その後の横坑部掘削
もワイヤーソー工法の採用などの創意工夫
を重ね、年３月に上流面を貫通しました。
　施工期間中は洪水吐きからの放流による
発電所基礎掘削箇所の水没や、新型コロナ
ウイルス流行による渡航および物流の規制
など様々な苦難に遭遇しましたが、その都
度知恵を出し合って課題を克服し、年
月に無災害完工できました。

【ダム諸元】
■事　業　名／ラオス人民共和国電力公社

　ナムグム第一発電所増設
工事

■ダム所在地／ラオス人民共和国　ヴィエ
ンチャン県

■水系河川名／ナムグム川
■発　注　者／ラオス人民共和国電力公社
■ダ　ム　型　式／重力式コンクリートダム
■ダムの目的／発電
■規　　　模／堤高．ｍ、堤頂長．

ｍ、堤体積，㎥、天
端標高ＥＬ．ｍ

■主　要　工　事／通水断面積．㎡、（堤
体穴開け）トンネル延長
ｍ（堤体穴開け）、転流方
式並びに上流仮締切型式T
emporary Coffering Bulk
head

■工　　　期／年８月～年月
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各地のダム工事現場から
鳥海ダム仮排水トンネル工事

前田建設
鳥海ダム仮締切（地中壁）工事

前田建設

村山上貯水池堤体強化工事
鹿島・日本国土ＪＶ

南摩ダム本体建設工事
大成建設

（１１） （第３種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　１２月３日　（金曜日）
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所長
中島　具威氏

上流作業状況

上流全景

　鳥海ダムは秋田県の子吉川に台形ＣＳＧで計画
されている多目的ダムです。本工事は、鳥海ダム
本体工事に向けた前工事として上下流の仮締切
（地中壁）を構築するものです。ダム堤体基礎掘
削が現河床から深さｍに及び、地下水によるボ
イリングなど基礎掘削法面の不安定化が懸念され
ることから上流側と下流側の地中に連続壁を構築
して遮水するものです。
　地中壁の規模は上流側が最大深度約ｍ、左右
岸延長．ｍ、下流側が最大深度約ｍ、左右
岸延長．ｍです。当初計画では置換杭を壁状
に連続して施工することで～ｍほどの厚さが
ある河床砂礫を砂に置換した後、この置換された
範囲に遮水性の高いソイルセメント固化壁を構築
する計画でした。
　置換杭工法で掘削するにあたり、当初想定より
大きい玉石が多いこと、地質が河床砂礫での施工
事例が少ないこと等により試験施工を実施しまし
た。このデータを基に発注者を中心にダム技術セ
ンターの指導を受けながら計画を再検討し、数種
類の仮締切タイプの中から、仮締切工事の工期、
所要の水密性確保、工事費等を検討して変更工法
を選択しました。

　変更工法は、上部の約ｍは当初設計の置換杭
とソイルセメント固化壁タイプで、下部の～
ｍは二重管ダブルパッカー工法で遮水壁を構築す
るものです。
　現在の進捗状況は、上下流の置換杭全体本
中の本完了、ソイルセメント固化壁全体
本中の本が完了しており、二重管ダブルパッ
カーは注入の試験施工を実施中です。
　雪のため月から４月末まで工事中止期間とな
っていましたが、変更工法決定までに要した時間
を取り戻すため工程の再調整を行い、施工日数の
確保に努めたいと考えています。
　地域の皆様はダム建設に対して大きな期待や関
心を持っており、先日も鳥海ダム工事事務所が主
催された見学会があり約名が参加されました。
　今後の施工及び竣工に向け、発注者のご指導の
もと安全に品質の良い地中壁を築造し地域の方々
が待ち望んでいる鳥海ダム建設の一助となるよう
尽力します。
【工事概要】
■工事名称／鳥海ダム仮締切（地中壁）工事
■工事場所／秋田県由利本荘市鳥海町百宅地内
■発　注　者／国土交通省東北地方整備局鳥海ダム

工事事務所
■規　　模／【上流】ソイルセメント固化壁φ

（本）置換杭φ（本）二
重管ダブルパッカー本【下流】
ソイルセメント固化壁φ（本）
置換杭φ（本）二重管ダブ
ルパッカー本

■工　　期／年７月日～年１月日

監理技術者
長井　健二氏

堤
体
工
事

下
流
域
か
ら
の
全
景

上
流
域
か
ら
の
全
景

　本工事は、思川開発事業の中核施設である南摩
ダムを建設するものです。南摩ダムはコンクリー
ト表面遮水壁型ロックフィルダム（ＣＦＲＤ）型
式のダムであり、近代的施工方法（振動ローラに
よる薄層転圧締固め）によるＣＦＲＤ型式として
は「徳山ダム上流二次締切堤」「苫田鞍部ダム」
に続いて国内３番目の施工となります。ＣＦＲＤ
型式は中央遮水壁型ロックフィルダム（ＥＣＲＤ）
や重力式コンクリートダムに比べ、工期短縮やコ
スト縮減のメリットが得られる工法として、海外
では広く普及しています。
　国内での施工事例が少なく、特に表面遮水壁で
あるメインスラブの施工を経験した技術者は非常
に少ないことから、本工事ではスリップフォーム
工法や継目の施工、トランジッション材表面仕上
げなど、ＣＦＲＤ特有の建設技術確立、技術者の
育成も目指しています。
　止水の要となるメインスラブは１レーンの幅が
ｍ、厚さ～㎝のスラブをレーン施工しま
す。最大延長約ｍのメインスラブはスリップ
フォーム工法により約２ｍ／ｈの速度で連続して
打設することから、連続打設時間は時間（３昼
夜）に及びます。
　スリップフォーム工法は、打ち込むコンクリー
トのフレッシュ性状の管理が重要です。外気温や
湿度、日射などの外部環境が変化するなかで、Ｉ
ＣＴを活用してリアルタイムでコンクリート性状
を確認・共有し、配合調整をすることで品質を確
保していきます。また、スラブコンクリートの変
形によるひび割れを防止するために、これを支持

するロック材・トランジション材の締固め品質も
重要です。
　原石山においては、掘削ベンチ内部の岩質を発
破前に把握することでロック材の品質を確保し、
オンサイト岩石品質評価法により岩質を定量的に
評価して適正な品質の材料を採取します。
　当現場では、場内にwi-fi網を整備し、多点カ
メラを配置して「現場を見る目」を増やし、安全
管理の高度化、管理職員の移動時間の縮減、遠隔
臨場による立会で発注者・受注者双方の業務効率
改善を進めています。また、盛立工事においては、
複数の建設機械の協調自動運転を行う「T-iCraft」
を適用し、建設現場のＤＸに取り組む計画です。
　思川開発事業は地権者や地域の皆様のご理解と
ご協力があって進められる事業です。引き続き皆
様へ様々な情報提供を行いつつ、より安全で高品
質なダムの建設に努めていきます。
【工事概要】
■工事名称／南摩ダム本体建設工事
■工事場所／栃木県鹿沼市上南摩町地内
■発　注　者／独立行政法人水資源機構思川開発建

設所
■規　　模／堤高．ｍ、堤頂長．ｍ、堤体

積約万㎥
■主要工事／堤体基礎掘削約万㎥、原石山掘

削約万㎥、コンクリート打設約
万㎥

■工　　期／年月８日～年３月日

所長
古本　浩一氏

　村山上貯水池は、東京都の水道水源施設として
大正６年～大正（）年に建設された水道用
の均一型アースフィルダムで、あわせて建設され
た、村山・山口貯水池は合計貯水量，万㎥、
都民が一日に使用する水の８日分を蓄えることが
できる重要な水源施設です。
　年の阪神・淡路大震災を契機に、各堤体の
耐震性について再検討を行ったところ、マグニチ
ュード７クラスの地震が発生した場合には、堤体
の機能は損なわないものの堤頂部が沈下する等の
被害を受けることが判明、下流域に市街地が形成
されている山口貯水池、村山下貯水池の堤体強化
が完了しています。
　村山上貯水池では、東日本大震災による福島県
のアースダムの決壊および首都直下地震の切迫性
の高まりを踏まえ、堤体の安全について万全を期
す必要が生じました。また、堤頂部の管理用道路
は、東京都と埼玉県を結ぶ主要な道路として機能
しており、大規模災害時に堤体が沈下した場合２
次被害が発生する懸念があることから、年に
村山上貯水池の堤体強化を実施することになりま
した。
　堤体強化の方法については構造的な信頼性が高
く施工実績も多い「抑え盛土工法」です。既設堤体
の抑え盛土部を掘削撤去したのち、ストックヤー
ドにおいて、土取場から採取したローム材・芋窪
礫材及び抑え盛土材を母材とし、砕石・砕砂を混
合し強化盛土材として使用しています。

　当現場では、ＩＣＴ技術を活用した工事を行っ
ています。ドローンにて撮影した写真を使用し点
群データを作成し、それをもとに重機の操作の支
援が可能なマシンガイダンスを搭載した重機を使
用し堤体掘削を実施しました。盛立における敷均
しブルドーザ、締固め用のローラでもＩＣＴ技術
を活用しており安全性の向上、盛立管理の効率化
を図っています。
　また、Ｗｅｂカメラを利用した現場の確認、ビジ
ネスチャットを利用した安全指示などＩＣＴツー
ルを積極的に取り入れ効率的な現場運営を心掛け
ています。
　工事は、年度より仮設ヤード確保のための仮
締切工事が完了した後、年度から本工事に着手
しており村山上貯水池の水位を最低水位まで下
げ、年月より堤体掘削工を実施しました。今
年５月より盛立工事を開始しており約５万㎥（
月日時点％）の進捗です。
　ダム堤頂部の管理用道路、多摩湖周辺の自転車
道は交通量が非常に多いです。自転車道に関して
は、ウォーキング・散歩コースとしても多くの方
に利用されています。そのため、工事車両搬出入
時などの第三者災害に特に留意しています。
　当工事は、均一型アースダムのため、降雨によ
る影響が大きく、進捗が芳しくない月もあります
が、焦らず着実に工事を進めています。
【工事概要】
■工事名称／村山上貯水池堤体強化工事
■工事場所／東京都東大和市多摩湖
■発　注　者／東京都水道局西部建設事務所
■主要工事／既設抑え盛土の一部及び土取り場を

掘削し、発生土を盛土材料置き場へ
運搬、盛土材料置き場にて砂・砕石
・発生土を混合し、堤体を盛土によ
り強化。掘削土量約万㎥、盛土量
約万㎥

■工　　期／年７月１日～年８月７日

村山上貯水池全景

作業所長
小林　正治氏

覆工コンクリート打設状況

吐口部

　本工事は、鳥海ダム建設の準備工事として、子
吉川を転流させ、迂回水路としての役目を果たす
仮排水トンネル（延長．ｍ）を建設するもの
です。トンネル断面は仕上内空．㎡を有します
が、トンネル工事を効率よく進めるうえでは坑内
幅が狭い（坑内の路盤幅で７ｍ程度）ため、大型
重機の離合場所、坑内設備の設置箇所や材料置場
等には鉄板を敷設し、車両通路や安全通路の確保
に努めています。
　切羽において掘削に大きな支障となる状況では
ないものの、坑内からの湧水が非常に多い地山状
況です。地山の大半を占める安山岩質自破砕溶岩
及び軽石質砂岩は、破砕された後に湧水を含むこ
とで泥濘化しやすいため、路盤材の置換等を頻繁
に実施して路盤の維持に努めています。
　掘削起点となる吐口側坑口部では段丘堆積物、
貫通側となる呑口部では崖錐堆積物が堆積してお
り、これら未固結土砂が分布する区間では適切に
地山判定を行い、掘削補助工として長尺先受け工
（ＡＧＦ工）を実施して無事に突破しました。
　月日に由利本荘市長をはじめ地元町内会、
監督諸官庁からの来賓をお迎えして実貫通式を実
施しました。現在は掘削・支保工の残りおよび呑
口部における仮締切工を行っています。覆工に関

しては、コンクリートの打設を実施中で吐口部坑
門工を含めたｍまで完了しており、冬期間も
コンクリートの打設作業を継続する予定です。
　工事箇所である百宅地区に至る県道や市道は道
幅が狭く、直根地区町内を通過する必要がありま
す。このため沿線の第三者対策として大型車の通
行ルール策定や看板設置、案内の配布等、鳥海ダ
ム建設事業等安全対策協議会として周辺工事とも
一体となって事故防止に努めています。当現場は
河川内での工事であり、適切な排水処理に加え、
油等の流出防止も最重要課題として環境事故の防
止にも積極的に取り組んでいます。
　前田建設としては、現在２つの作業所が一体と
なった現場運営を行っています。今後、ダム本体
工事を控えた重要な工事であり、鳥海ダムに対す
る地元の期待も大きく感じています。このため開
かれた現場を目指し情報発信に努め、工事への理
解をさらに深めていただくことで、地元の方々と
一体となって工事を進めてまいります。
【工事概要】
■工事名称／鳥海ダム仮排水トンネル工事
■工事場所／秋田県由利本荘市鳥海町百宅地内
■発　注　者／国土交通省東北地方整備局鳥海ダム

工事事務所
■主要工事／トンネル掘削及び支保工ｍ、坑

門工一式、基礎処理工一式、仮設工
一式

■工　　期／年７月日～年８月日

工事概要図



水資源と治水安全を築く
二級河川鵜川治水ダム事業

前田・東急・植木ＪＶ
新丸山ダム本体建設第１期工事

大林・大本・市川ＪＶ

川上ダム本体建設工事
大林・佐藤・日本国土ＪＶ

玉来ダム本体建設工事
大成・菅・友岡ＪＶ

（１２）（第３種郵便物認可） ２０２１年　（令和３年）　１２月３日　（金曜日）
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原石山 ダム断面図

所長
中島　秀樹氏

ダムサイト

　年度からコアの盛立に着手し、盛立３年目。
年度に盛立完了を目指しています。現在堤体盛
立、原石山とコア山の盛立材料採取、洪水吐と取
水放流設備の鋼構造・コンクリート工事、基礎処
理工事など工事全体の最盛期を迎えています。
　堤体盛立では、高さｍのダムのうち、高さ
ｍまで完了しました。残りｍを来年と再来年で
盛立てる予定です。原石山からロック材と粗粒コ
ア材の採取、コア山からは細粒コア材を採取して
います。原石山では、発破掘削を行いｔダンプ
で材料の運搬を行っています。
　洪水吐工事は約，㎥のコンクリート工事
で、現在シュート部と導流部の施工を堤体盛立に
先行して施工中で、来年度からは越流部と常用洪
水吐の施工に着手していく予定です。取水放流設
備は、約，㎥のコンクリートと鋼構造物工事
を施工中です。基礎処理工事は、約，ｍの主
カーテンをリムグラウトと河床部で施工中です。
　最適含水比が％程度の高含水比のコア材であ
るため、飽和度管理も取り入れ、転圧にはｔの
タンピングローラを使用しています。原石山掘削
では直高ｍの法面を抱えての発破掘削を施工
中で、常にＧＰＳによる動態観測を実施し、法面
の挙動状況を確認しながら慎重に掘削を進めてい
ます。掘削や盛立の出来形管理、転圧回数管理な
どは、マシンガイダンスなどのＩＣＴ土工を活用
し、丁張レスの施工をしています。ドローンや３
Ｄ－ＣＡＤ、ＷＥＢカメラなどを施工管理の手段

として活用しています。
　冬季の積雪は３～４ｍあり、月日～３月ま
では、現場閉鎖します。３月中旬よりロータリー
車などで除雪を開始し、４月から工事再開です。
　現場事務所周辺で毎年開催される、綾子舞の現
地公開、ほたる祭り、風土市、雪上運動会などの
地域行事にＪＶとしても多数参加し、地域住民と
コミュニケーションをとっていましたが、現在新
型コロナウイルスの影響でそのほとんどが中止と
なり、寂しい限りです。しかし、朝礼前に事務所
周りを朝散歩すれば、ご近所の方たちとあいさつ
ができます。また、３カ月に一度、「鵜かわら版」
を発行し、工事の進捗状況もお知らせしています。
【工事概要】
■工事名称／二級河川鵜川治水ダム事業
■工事場所／新潟県柏崎市清水谷地内
■発　注　者／新潟県
■型　　式／中央コア型ロックフィルダム
■規　　模／堤高ｍ

堤体長．ｍ
堤体積，㎥

■工　　期／年３月日～年３月日
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作業所長
我妻　敏昭氏

作業が進む現場の様子

　玉来ダムは、普段は水をためることがない穴開
きの流水型ダムとして計画されました。熊本県か
ら大分県へと流れる１級河川の玉来川に建設する
ことによって洪水調節を行い、下流の竹田市街地
の治水安全度の向上を図ることを目的としていま
す。ダムとしてはコンパクトな規模ですが、周辺
は阿蘇火砕流堆積物が複雑に堆積し、硬い地質と
軟らかい地質が互層となっており大規模な造成ア
バットメントや表面遮水工の構築など非常に難易
度の高いダムと言えます。
　年月に堤体のコンクリート打設が始ま
り、この８月に完了しました。流水型であること
から、常用洪水吐２門が河床近くにあり、耐摩耗
性の鋼製水路を設置するため、長期にわたる打設
の一時中断が生じました。段差の境界部や空洞と
なる常用洪水吐は、ウレタン樹脂マットでの養生
や給熱養生によりコンクリートのひび割れ発生の
抑制対策を行いました。各所プレキャスト（ＰＣ
ａ）化等のによる効率化や安全性向上も積極的に
取り入れております。
　▽堤体▽減勢工▽造成アバットメント▽表面遮
水工―の構築は、施工場所が分散し、約カ所に
及ぶブロックに分けて打設行うことになります。

コンクリートの配合も種と多いことから注文、
製造、配車、打ち込みが煩雑化することが懸念さ
れました。
　こうした課題を解決するために現場では、ＩＣ
Ｔ（情報通信技術）を活用した「打設支援システ
ム」を開発し、効率的な作業の実現に役立ててい
ます。また、コンクリートの品質管理にはリモー
トでの立ち会いも取り入れるなどＤＸ（デジタル
トランスフォーメーション）の推進によって残業
時間を削減して働き方改革にもつなげています。
　この月には堤体内に水の流れを切り替える二
次転流を行いました。現在は自然の遮水層を生か
した基礎処理、転流トンネルの閉そく、仮設備解
体など安全を最優先させた作業を進めています。
これらを経て来年秋には、試験湛水が始まる予定
です。
【工事概要】
■工事名称／玉来ダム本体建設工事
■工事場所／竹田市志土知西谷（左岸）、竹田市

川床仏蔵（右岸）
■発　注　者／大分県
■型　　式／重力式コンクリートダム（流水型ダ

ム）
■堤　　高／ｍ
■堤　頂　長／ｍ
■堤　体　積／約万㎥
■工　　期／年４月１日～年３月日
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現場代理人
佐々木　啓次氏

完成予想図

　丸山ダムは、木曽川の河口から約㎞地点の岐
阜県加茂郡八百津町と可児郡御嵩町の境に、洪水
調節と発電を目的として年に完成した高さ
．ｍの重力式コンクリートダムです。新丸山ダ
ム建設事業は、この丸山ダムの下流．ｍ地点に
．ｍかさ上げした新丸山ダムを建設して、洪水
調節機能の強化、流水の正常な機能の維持、発電
能力の強化を図る再開発事業です。
　新丸山ダム本体建設工事は、年１月より第
１期工事を開始しています。第１期工事では、ま
ず堤体左右岸基礎掘削、原石山表土処理・廃棄岩
掘削等を行い、その後堤体左岸ブロックおよび上
段減勢工のコンクリート打設を行う予定で、準備
工を経て、本年月日に地鎮祭・安全祈願祭を
執り行い、月より堤体左岸基礎掘削を開始しま
した。
　本工事は、木曽川という大河川において、既設
丸山ダムの洪水調節機能などを維持しながら新丸
山ダムを建設することから、洪水時には既設丸山
ダムから放流を行う必要があります。そのため、
まずは既設丸山ダムからの放流に対して影響のな
い堤体左岸ブロックと上段減勢工を先行して施工
し、この左岸側の放流設備を運用可能とした後に、
堤体河床・右岸ブロックと下段減勢工の施工を行

います。
　工事中は、洪水時には放流を行うことから、洪
水時の工事の安全確保のために、堤体河床ブロッ
クと下段減勢工の施工は非洪水期に行う予定にし
ています。非洪水期においても、大雨・洪水によ
る災害に対して常に準備しておく必要があり、洪
水時の退避基準を適正に設定した上で、上流域の
天候やダム放流に関する情報を常にモニタリング
し、安全に対して万全を期して工事を行います。
　また、ダムサイト周辺における地元の方々の生
活環境への影響を最小限にし、工事情報を常に発
信しながら、地元と融和し、開かれた現場を目指
していきます。さらには、働き方改革の推進のた
め、種々のＩＣＴ技術を活用しながら、生産性の
向上や労働時間の短縮を図っていきたいと思いま
す。
【工事概要】
■工事名称／令和２年度　新丸山ダム本体建設第

１期工事
■工事場所／岐阜県加茂郡八百津町～可児郡御嵩

町地先
■発　注　者／国土交通省中部地方整備局新丸山ダ

ム工事事務所
■型　　式／重力式コンクリートダム（再開発）
■規　　模／堤高．ｍ

堤頂長．ｍ
堤体積，，㎥
総貯水容量，，㎥

■工　　期／第１期工事年１月日～年
３月日現場全景

コンクリート打設が完了したダム堤体

自律型タワークレーンで効率よく
コンクリート打設

所長
上　克弘氏

　淀川水系の木津川支流前深瀬川で建設が進んで
いる川上ダム（三重県伊賀市）。洪水の調節と新
たな水道用水の確保、安定的な流水の補給等を目
的に計画し、年度に事業が始まった。本体工
事の施工は大林組・佐藤工業・日本国土開発ＪＶ
（上高克弘所長）が担当。準備工、基礎掘削工を
経て、年９月から堤体コンクリートの打設に
着手し、今年４月に約．万㎥にのぼる堤体コン
クリート打設が完了した。年内に試験湛水が始ま
る予定だ。年度内の完成を目指す。工事は水
資源機構が発注した。
　この工事の最大の特徴は、従来の２倍の施工速
度が求められたこと。コンクリート打設期間は
カ月しかなく、ＩＣＴ（情報通信技術）やＣＩＭ
を積極的に活用し、高速施工を実現した。最も効
果を発揮したのは、大林組がダム建設の生産性と
安全性の向上、品質管理の高度化を目的に開発し
た情報化施工技術「ＯＤＩＣＴ（オーディクト）」。
保有技術と最新デジタル技術を融合させたもの
で、人工知能（ＡＩ）を用いた基礎岩盤の健全性
判定やタワークレーンの自動運転、コンクリート
自動運搬、コンクリート締め固め判定の自動化な
どを超える技術を駆使し、施工の合理化と省力

化を図った。
　ドローン（小型無人機）も高速施工に大きく貢
献した。３Ｄ測量で掘削断面や出来形を面的に把
握し、施工ＣＩＭに反映することで安全性と施工
速度が飛躍的に向上。プレキャスト（ＰＣａ）化
も推進し、３次元解析でひび割れを予測した上で
監査廊をフルＰＣａ化したほか、事前にアンカー
パッドを埋設したＰＣａ材を採用するなど施工の
スピードアップを図った。
　施工の平準化も課題になるが、型枠は埋設型に
一本化するなど施工サイクルを合理化。コンク
リートの配合にも気を配り、安定的に施工できる
コンクリートを供給した。さらに骨材や砂利など
は敷地内に仮置きし、タワークレーンは自律型を
採用するなど創意工夫を徹底。上所長は「施工
速度を維持するため、最新技術はもちろん、天候
に左右されずコンクリート打設を続けられる方法
を考えながら施工を進めた」と話す。
　ピーク時には約人が従事し、延べ労働時間
は約万時間に達する。上所長は「厳しい工
程の中で安全対策を徹底しながら、しっかりと機
能を果たせる高品質なダムを施工した。無事に試
験湛水が終わり、早く地域に貢献してほしい」と
話している。
【工事概要】
■工事名称／川上ダム本体建設工事
■工事場所／三重県伊賀市青山羽根地先、阿保地

先
■発　注　者／独立行政法人水資源機構
■型　　式／重力式コンクリートダム
■堤　　高／ｍ
■堤　頂　長／ｍ
■堤　体　積／．万㎥
■工　　期／年９月日～年３月日


